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研究成果の概要（和文）： 

本研究の第１課題は，364組の父母を対象に，子どもが誕生後 1年間 5時点(生後 5日，1ヵ
月，3 ヵ月，6 ヵ月，1 年)について継続調査し，①父母の精神状態の推移，②父母の精神状態
の関連，③精神状態と家族関係との関連を検討した。母親より父親の方が 1年間を通して精神
状態が悪かったが，どの時点も父母の精神状態に関連はなかった。母親が捉える家族関係は極
端群が多く，密着し無秩序な家族機能は母親の精神状態の安定に繋がることが推測された。 

第 2課題は，生後 1年間の夫婦の関わりについて，父親 21名，母親 22名に面接し，M-GTA

で分析した。抽出した概念の数と内容は異なるが(父親 8 個，母親 9 個)，父母の連合の特徴は
母親優位であることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：Outline of Study Results： 

In the first task of this study, 364 pairs of fathers and mothers were targeted. The 

parents were continuously surveyed at 5 points in time over one year after the birth of a 

child. 1) Change in the mental state of the parents, 2) correlation of the mental state of the 

parents, and 3) correlation between the mental state and family relationship were 

examined.   

The mental state of fathers was worse than that of mothers over the year, but no 

correlation between the mental state of fathers and that of mothers at any point of time 

was observed. In many cases however, the perception of family relationships by mothers 

belonged to extreme groups, and it is assumed that a closely attached, less structured 

family process leads to mental stability in the mothers.  

In the second task, the relationship between couples for one year after the birth of a child 

was analyzed by M-GTA interview, targeting 21 fathers and 22 mothers. Although the 

amount of obtained data and its contents differed between fathers and mothers (8 for 

fathers, 9 for mothers), it could be clearly seen that mothers were dominant in the alliance 

between parents. 
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１． 研究開始当初の背景 

我が国の母子医療・保健分野における調査

は子どもと母親が中心であり，父親はサポー

トとしての位置づけでの研究が多い 1)。父親

に対する親性の獲得 2)を含めた育児支援は，

母親とは比較にならない程少ない。パートナ

ーの妊娠中から産後期間に，父親もうつ状態

になるということが認識され始め 3)，この時

期の父親のうつ状態を paternal postpartum 

depression (PPD)と呼んでいる 4)。子どもの

健全な育成のためには，母親と父親を別々に

捉え調査するのではなく，『子育て適応期に

ある家族』と捉えて調査する必要がある。  

 

２． 研究の目的 

(1) 子どもが誕生後 1年間における父母の精 

神状態の推移の特徴と関連を明らかにする。 

(2) 子どもが誕生後 1年間の生活における父 

母の関係について詳細に記述する。 

 

３． 研究の方法 

(1) 課題 1：2009年 8月～20012 年 2 月に， 

A県内の産科クリニックで出産した母親とそ

の夫(子どもの父親)を対象に，子どもが誕生

後 1 年間の 5 時点〔生後 5 日目(以下 0M)，

生後 1 ヵ月時(以下 1M)，生後 3 ヵ月時(以下

3M)，生後 6ヵ月時(以下 6M)，生後 1年時(以

下 1Y)〕について，郵送法で前向き調査した。 

調査項目は，職業的項目を含む基本的属性，

精神状態の測定には日本版エジンバラ産後

うつ病尺度(EPDS)5)を用いた。10 項目 4 件

法で，日本人の場合 9点以上にうつ病が疑わ

れる。英国の先行研究 6)で，父にも使用され

ていることから父にも用いた。父親の cut off 

point は現時点で明確な結論が出ていないた

め，母親と同じ 8／9点とした。家族関係は，

Olson が提唱した円環モデルに基づく日本語

版 Family Adaptability and Cohesion 

Evaluation Scales(FACESⅢ) 7)を用いた。家

族の親密性を示す「家族凝集性」と問題対処

能力を示す「家族適応性」に関する計 20 項

目，3 群に分類され，バランス群，何れか逸

脱を中間群，双方逸脱を極端群と評価する。 

(2) 課題 2：生後 1年時の希望者に半構成的 

面接を行った。子どもが誕生後 1年間の生活

においてパートナーとの関わりで印象に残

ったことについて問い，修正版グラウンデッ

ドセオリーアプローチ法で分析した。 

(3) 倫理的配慮：口頭と文書で，調査時点毎 

に，研究の趣旨・方法・参加の任意性・同意

の撤回の自由・個人情報保護等について説明

し，同意を得て実施した。調査実施にあたっ

て，佐賀大学医学部倫理委員会の承認を得た。 

 

４．研究成果 

(1) 研究課題 1：調査に同意した母親 544名 

中，父親も同意した 364 組(回収率 66.9%)を

分析対象者とした。5 時点の回答数を表 1 に

示す。平均年齢は父親 32.7±5.9(範囲 17～

51)歳，母親 30.9±5.1(範囲 16～44)歳で，第

1 子 55.0%，核家族 87.4%であった。父親の

有職者は 98.4%で，うち 88.4%が会社員であ

った。育児休業を取得もしくは予定の父親が

11.4%で，育児休業制度がない人は 30.0%い

た。母親の有職者は 39.8%で，多くが専業主

婦か育児休業中であった。 

表１ 各時期の分析対象者数 

 0M 1M 3M 6M 1Y 

父親 364 200 176 155 135 

母親 364 228 206 194 169 

5時点毎のEPDS平均点と範囲及び高得点

者の割合を父親は表 2，母親は表 3に示した。

母親よりも父親の方が 1年間持続的にEPDS

得点が高く，生後 5日目と 1ヵ月時は有意に

父親の方が高かった(Mann-Whitny U 検定，

p=0.000，0.005)。5時点全てに父母の相関は

なかった。家族機能 3群別の EPDS得点につ

いて，父親は表 4，母親は表 5に示した｡父母

共に，生後 5日目と 1年時のバランス群と極



端群で有意な差があった(一元配置分散分析，

父親 p=0.019，0.000，母親 p=0.022，0.002)。 

 

 
表 4 父親の家族機能 3群別 EPDS平均点 

 
0M EPDS 1 Y EPDS 

人数 平均値 人数 平均値 

バランス群 114 4.68 44 5.32 

中間群 143 4.34 45 3.78 

極端群 106 3.56 46 2.33 

合計 363 4.22 135 3.79 
 

表 5 母親の家族機能 3 群別 EPDS 平均点 

 

0M EPDS 1 Y EPDS 

人数 平均値 人数 平均値 

バランス群 60 4.57 37 5.51 

中間群 124 3.28 44 3.91 

極端群 171 3.12 88 2.76 

合計 355 3.42 169 3.66 

(2) 研究課題 2：父親 21名，母親 22名に面 

接した。平均時間は父親 15(範囲 9～24)分，

母親 19(範囲 10～41)分であった。父母共に

同じ分析テーマ『子どもが生後 1年間のパー

トナーとの関係の特徴と変化』で分析した結

果，抽出した概念数と内容は異なるが(父親 8

個，母親 9個)，その一連は【家庭生活再構築

につながる夫婦のやり取り】のプロセスであ

った。以下，概念を［ ］を用いて説明する。 

父親は，母親を［母子密着状態で大変］と

理解し，［妻(母親)を助けたい］という思いを

持つ。仕事が忙しいため［家庭より仕事優先］

せざるを得ず，家事への不慣れから［どこま

で手を出して良いか葛藤］する。母親とのや

りとりや衝突の中で，［母子密着からの疎外

感］を感じ，［母親を尊重］することで，［自

分にできる範囲で手伝う］姿勢で臨んでいた。

結果的に，子どもの成長に伴い反応を汲み取

れた時に，ようやく［育児の楽しさに気づく］。 

母親は，子ども誕生後［夫(父親)の非協力

的・非積極的な育児や家事の態度］を目にす

る。児の世話や頻回の授乳の中，［家事遂行

の困難］に直面する。父親に［要求をストレ

ートに伝え(る)］支援を求めるが，［父親の子

どもとの向き合い方に疑問を感じ(る)］始め

る。［父親役割を果たすことへのアプローチ］

と［期待と一致しない父親の反応］の相互の

やりとりの中で，［父親の育児行動に対する

葛藤と妥協］を繰り返す。結果的に［父親が

育児行動に参入し始める］変化を感じていた。 

(3) 考察 

① 父母の精神状態の推移と家族関係 

産後の母親よりも父親の方が 1年間持続的

に精神状態が悪く，父母の精神状態の推移に

は相違が見られた。仕事課題を遂行しながら

家庭における母親への支援が加わったこと，

親性獲得が母親より遅いことが要因と考え

られる。各時点の父母の精神状態に関連はな

かったが，今後は父母の高低得点群における

それぞれの割合等詳細な検討が必要である。 

家族関係は，母親は“極端群”が最も多く，

父親はどの群も同程度であった。家族機能と

して「べったり」で「無秩序」であると認識

している母親の方がより精神状態が安定し

ており，この時期の特徴と言える。 

② 父母の関係性の特徴 

子ども誕生後 1 年間の父母のやりとりは，

新たな家庭生活の再構築のプロセスであっ

たが，父母の親性発達に明確な相違があり，

父母の連合は母親優位であることが明らか

になった。母親が父親に望むことは，家事の

支援よりも子どもに向き合って欲しいとい

う気持ちの方が強く，一方父親の方は，母子

密着状態で大変な母親を助けたいという思

いから支援をスタートし，子どもに対する親

表 2 父親の EPDS得点と高得点者出現率 

時期(人数) 平均点±SD(範囲) 高得点者数(%) 

0M(364) 4.2±2.9(0-16) 29( 8.0) 

1M(200) 4.0±3.0(0-14) 17( 8.5) 

3M(176) 3.7±3.1(0-13) 16( 9.1) 

6M(155) 4.4±3.3(0-15) 18(11.6) 

1Y(135) 3.8±3.5(0-16) 17(12.6) 

表 3 母親の EPDS得点と高得点者出現率 

時期(人数) 平均点±SD(範囲) 高得点者数(%) 

0M(364) 3.5±3.6(0-24) 31(8.7) 

1M(225） 3.0±3.1(0-18) 15(6.7) 

3M(205) 3.5±3.1(0-18) 15(7.3） 

6M(193) 4.1±3.1(0-14) 18(9.3) 

1Y(169) 3.7±3.1(0-20) 15(8.9) 



性は父親の方が明らかに発達途上であるこ

とが窺われた。子育て適応期における父母の

関係性は，不安定な精神状態を誘発しやすく，

双方のメンタルヘルスのためには，それぞれ

相手のおかれている状況や心理を理解でき

るような育児支援教育が必要である。 
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